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過
去
最
高
！
百
七
十
人
の
学
生�

　
八
月
二
十
六
日
午
後
一
時
、
Ｉ

Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
を
乗
せ
た
大
型

バ
ス
四
台
が
予
定
通
り
、
村
民
会

館
に
到
着
し
ま
し
た
。�

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
が
大
し
た
も
ん
蛇

ま
つ
り
に
参
加
し
て
今
年
で
八
年

目
。
参
加
す
る
学
生
も
年
々
増
え
、

今
年
は
過
去
最
高
の
百
七
十
人
も

の
学
生
た
ち
が
こ
の
関
川
村
へ
帰

っ
て
き
ま
し
た
。�

　
百
七
十
人
の
学
生
を
前
に
、
平

田
村
長
が
発
し
た
最
初
の
一
言
は

「
お
帰
り
な
さ
い
」
。
こ
の
言
葉

に
笑
顔
で
応
え
る
学
生
た
ち
。
学

生
た
ち
の
熱
い
熱
い
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

大
蛇
パ
レ
ー
ド
盛
り
上
げ
て�

く
れ
ま
し
た�

　
到
着
し
た
そ
の
日
か
ら
、
学
生

た
ち
は
班
に
分
か
れ
、
下
関
保
育

園
で
窓
ふ
き
を
し
た
り
、
地
域
の

茶
の
間
で
高
齢
者
と
交
流
し
た
り
、

村
有
地
で
の
草
取
り
を
行
っ
た
り

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
大
蛇
パ
レ
ー
ド
で
は
担

ぎ
手
と
し
て
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し

た
り
、
村
職
員
と
一
緒
に
裏
方
の

作
業
を
行
っ
た
り
と
、
精
一
杯
の

「
学
生
魂
」
で
大
し
た
も
ん
蛇
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。�

Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
の
姿
も
…�

　
大
学
を
卒
業
し
、
社
会
人
に
な

っ
た
元
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
皆
さ
ん
も
、

休
み
を
と
り
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ

り
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
四
日
間
、
本
当
に
充
実
し

て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
村
民
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
て
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
関
川
村

と
深
く
交
流
し
て
い
き
た
い
。
卒

業
し
て
か
ら
も
必
ず
関
川
村
へ
帰

っ
て
き
た
い
し
、
た
く
さ
ん
の
学

生
を
送
り
込
み
た
い
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

�

　
最
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
目
か
ら
は

大
粒
の
涙
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。�

大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
の
お
礼�

大
会
会
長
　
平
　
田
　
大
　
六�

　恒例の「第24回えちごせきかわ大した

もん蛇まつり」にご協力くださいまして

ありがとうございました。おかげさまで、

盛大なまつりになりましたこと、ありがた

く感謝申し上げます。�

　見物された方々の人出はたいへんなも

のでした。花火に1万3千人、大蛇パレー

ドに6千人と云われております。3日間、

小中学生をはじめ村民の皆さん、遠く村

外からも応援にたくさんご参加いただき

ました。�

　今年も200名近い学生ボランティアの「大

参加」がありました。地域の茶の間、話

し合い、村の建物の大掃除、村民との

大交流会など、学生の方々の行動力は

頼もしいもので今後も期待しています。�

　村の活力に、と念願しお礼申し上げます。�

今年もたくさんの�
ご寄付をいただきました�
ありがとうございました�

大蛇パレード浄財�

185,117円� IVUSAリーダー�
嵯峨　奈都美�



「社会保険料（国民年金保険料）（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます�
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～�
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「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます�
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～�

国民年金保険料は所得税及び住民税の申告において、全額が社会保険料�
控除の対象となります�

国民年金に関する問い合わせ先　　住民福祉課住民福祉班　TEL ６４－１４７１�

■この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられて

　います。�

■平成23年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、今年10月

　下旬から11月上旬までに日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が

　送付されます。�

　なお、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には来

　年の１月下旬に送付されます。�

■家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付された本人の社会保険料控除の申告に加える

　ことができます。（家族あてに送られた控除証明書の添付が必要です）�

�

九
月
定
例
村
議
会�

報

　

　

告

�
補
正
予
算
（
専
決
）�

補

正

予

算

�

財
産
の
取
得�

決

算

認

定
�

条
　
　
　
例�

議
会
の
動
き�

　
九
月
定
例
村
議
会
が
九
月
七
日

か
ら
十
五
日
ま
で
、
九
日
間
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す
。�

���

■
平
成
二
十
二
年
度
健
全
化
判
断

比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告�

＊
―
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化

法
に
伴
い
報
告
す
る
も
の
で
す
。�

▽
実
質
公
債
比
率
　
一
四
・
四
％�

▽
将
来
負
担
比
率
　
五
四
・
八
％�

��

■
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
六
号
）�

＊
―
七
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
箇
所
の
復
旧
を
急
ぐ
た
め
専
決

処
分
し
た
も
の
で
す
。�

■
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
七
号
）�

＊
―
放
射
性
物
質
汚
染
の
稲
わ
ら

を
与
え
た
肉
牛
が
被
害
に
あ
っ
た

農
家
に
対
し
、
村
で
も
利
子
補
給

す
る
こ
と
と
し
た
た
め
専
決
処
分

し
た
も
の
で
す
。�

��

■
平
成
二
十
二
年
度
関
川
村
各
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定�

＊
―
平
成
二
十
二
年
度
の
一
般
会

計
と
十
の
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
報
告
す
る

も
の
で
す
。�

　
な
お
、
詳
細
つ
い
て
は
広
報
せ

き
か
わ
十
一
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。�

��

■
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
む

ら
づ
く
り
条
例
の
制
定�

＊
―
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
、
村
で

も
独
自
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。�

�

��

■
平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
八
号
）�

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
七

百
八
十
万
円
を
追
加
し
、
総
額
四

十
三
億
四
千
三
百
万
円
と
す
る
も

の
で
す
。�

■
平
成
二
十
三
年
度
国
民
健
康
保

険
関
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）�

＊
―
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
百
三

十
万
円
を
減
額
し
、
総
額
一
億
一

千
二
百
十
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。�

��

■
関
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
発
電
機
の

購
入�

▽
契
約
金
額�

　
　
　
　
　
　
　
七
百
十
四
万
円�

▽
契
約
相
手
方�

　
　
　
株
式
会
社
平
山
電
気
商
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
市
）�

■
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
の
購
入�

▽
契
約
金
額�

　
　
　
　
三
千
三
百
七
万
五
千
円�

▽
契
約
相
手
方�

　
　
　
株
式
会
社
日
の
出
自
動
車�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
市
）�

�



7 広報せきかわ　2011・10月号�

「関川村観光協会福利厚生事業」�

●
●
●

村
観
光
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
●

●
●�

　村観光協会では、10人以上集まる会合を村
内飲食店や旅館で行う場合に一部補助金を交
付します。�

●補助対象団体�

　・村内に住所を有する企業�
　・村出身者の同窓会、同級会�
　・老人クラブ�
　・集落会合及び集落区長が認める活動団体�
　・村体育協会に所属するスポーツ団体�
　・村文化協会に所属する文化振興団体�
　・消防団�
　・地域活性化団体�

●採択要件�

　・７日前までに事前申請すること�
　・10人以上で行われる会合であること�
　・二次会利用でないこと　など�

●補助額�

　・10人以上20人未満・・・１万円�
　・20人以上30人未満・・・３万円�
　・30人以上・・・・・・・・５万円�

※各団体とも利用できるのは年に１回のみです。�

社内の親睦会、同窓会、各団体の懇談会�
などに補助金をご利用ください！�

「関川村観光協会福利厚生事業」�
村観光協会では、�

�
�
�

　という方に一人当たり５千円の「宿泊利用

　券」を交付します。�

●利用交付対象者�

　・村出身者及びその家族�

　・首都圏在住関川村人会会員及びその家族�

　・いで湯の関川ふる里会会員及びその家族�

●交付要件�

　・交付対象者であること�

　・村への帰省を目的とすること�

　・旅館組合加盟店を利用すること�

　・７日前までに事前申請すること�

　・２名以上で利用すること�

●補助額�

　・一人当たり５千円の温泉利用券を交付し

　　ます�

　・一家族当たり２万円を上限とします�

【申請書の請求・詳細についての問い合わせ先】　関川村観光協会　TEL 64－1478

　村では、平成９年度から特定環境保全公共下水道、農業
集落排水、合併処理浄化槽の３つの形で下水道整備事業を
行ってきました。平成21年度に下水道管の整備は完了しま
したが、下水道管が整備されただけでは本来の事業目的は
達成されません。下水道を使えるようになった皆さんが下
水道に接続し、利用することによってはじめて目的を達成
することができます。�
　下水道事業は地域の生活環境をつくる大切な事業ですの
で、早期の加入をお願いします。合併浄化槽の地域のご家
庭には、村の補助事業がありますので早期の整備をお願い
します。�

●最近、ご家庭のし尿を畑等に散布し、そのまま放置する
　ことで悪臭が発生し、役場に苦情が寄せられています。
　散布後は速やかに土にすき込むなど責任をもった処理を
　お願いします。ご近所の皆さんにご迷惑とならないよう
　十分注意してください。�

　犬の散歩中の「ふん」について、一部の飼い

主の方がそのまま放置することが見受けられま

す。道路や民地上に放置された「ふん」は通行

人や近隣住民の方に著しい不快感を与え、環境

を悪化させる迷惑行為です。�

　犬の「ふん」の持ち帰りは、どなたでも簡単

にできることです。面倒がらず飼い主のマナー

として守っていただくようお願いします。�

●犬を散歩させるときは・・・�

　紙やビニール袋、水を入れたペットボトル

　等を用意し、「ふん」は持ち帰り、尿（お

　しっこ）をしたら、水で洗い流しましょう。�

問い合わせ先　建設環境課水道環境班　TEL ６４－１４７９�

下水道への接続はお済みですか？�



高齢者交通事故防止運動実施中！！�10月1日～�
　11月30日�
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高齢者交通事故防止運動実施中！！�

（（（運動の重点）））�

10月1日～�
　11月30日�

交
通
安
全
功
労
者
表
彰�

■
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」�

▽
大
島
　
榮
助
（
上
野
新
）�

■
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全�

協
会
長
表
彰�

▽
八
幡
　
　
勉
（
八
ツ
口
）�

■
村
上
警
察
署
長
・
村
上
地
区
交�

通
安
全
協
会
長
表
彰�

▽
鈴
木
　
紀
夫
（
下
関
）�

▽
�
橋
か
な
江
（
下
関
）�

優
秀
運
転
者
表
彰�

■
県
警
察
本
部
長
・
県
交
通
安
全�

協
会
長
表
彰�

―
50
年
無
事
故
無
違
反
―�

▽
阿
部
　
建
吉
（
大
島
）�

―
30
年
無
事
故
無
違
反
―�

▽
高
橋
　
政
子
（
小
見
）�

―
20
年
無
事
故
無
違
反
―�

▽
平
田
千
代
子
（
辰
田
新
）�

�

　労働委員会のあっせん員が、労働者個人と事

業主とのトラブル解決のための手助けとして、

話し合いの場を設け、双方の主張を調整する「あ

っせん」を行っています。�

●対象　県内で働く労働者・県内に所在する事

　　　　業主（公務員等は除く）�

●内容　労働条件、解雇、退職金など、労働条

　　　　件に関する事柄で、当事者間で話し合

　　　　いがつかない紛争のあっせん。�

　　　（採用に関する問題。裁判所等で他の制

　　　　度が進行中のものなどを除く）�

問い合わせ先�

　　県労働委員会事務局総務課�

　　TEL　０２５－２８０－５５４４�

昨年の交通事故死者126人のうち、65歳以上の高齢者は69人。このうち、日没が�
早まる10～11月は２か月間だけで16人 と高齢者の死亡事故が多発しています。�

● 道路横断時の安全確認の徹底�

　・高齢死者69人のうち、29人の方が歩行中に亡くなられています。�

　　歩行者は、道路を横断するときには、左右の安全をしっかり確認しましょう。�

　　高齢の歩行者を見かけたら、徐行をするなど、高齢者の立場に立った優しい�

　　運転を心掛けましょう。�

�

● 夜光反射材の活用�

　・昨年の夜間歩行中の高齢死者17人のうち、暗い色の服装の人は13人でした。�

　　夜間の外出時には、夜光反射材を活用するとともに、明るい服装を心がけ、

　　ドライバーからも目立つようにしましょう。�

�

● 高齢運転者の安全確認の徹底�

　・高齢運転者が加害者となる交通死亡事故の割合が増加しています。�

　　運転者は、一時停止場所では確実に停止して安全確認を徹底しましょう。�

交
通
安
全
功
労
者
＆
優
秀
運
転
者
が

交
通
安
全
功
労
者
＆
優
秀
運
転
者
が�

　
　
　
　
　
　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た�

交
通
安
全
功
労
者
＆
優
秀
運
転
者
が�

　
　
　
　
　
　
　
表
彰
さ
れ
ま
し
た�

個別労働関係紛争�
あっせん制度のご案内�
～トラブル解決の手助けをします～�

＊
敬
称
略�
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「かかりつけ医」を持ちましょう！�

　「かかりつけ医」とは、病歴や健康状態などを把握して健康管理全般のアドバイスをしてくれる

お医者さんのことです。�

　風邪などの軽い病気であれば、大きな病院でも身近な診療所でも治療内容はほとんど変わりませ

ん。診療所は待ち時間も短く、体への負担が軽減されます。�

　日ごろから、自分や家族の健康管理につとめ、少しでも体調に異変を感じたら、早期に「かかり

つけ医」に相談・受診することを心がけましょう。�

�

�

�

�

�

�

�

分からないことはお医者さんに確認しましょう！�

　お医者さんの説明をよく聞いて、受診の疑問や不安を解消した上で治療にのぞみましょう。また、

同様にお医者さんの質問にも隠さずに答えることも重要です。�

�

�

お医者さんの指示は守りましょう！�

　自分の判断で処方された薬を飲まなかったり、薬の�

量を加減したりすることはやめましょう。�

　また、薬が余っているときは、お医者さんや薬剤師�

さんに相談しましょう。�

Vol .４　お医者さんの上手なかかり方（その１）�

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課住民福祉班　TEL 64－1471

【ご注意ください】�

　大きな病院では、初診の患者さんは紹介状が必要で、紹介状なしで受診する

場合は特別料金が発生する場合もあります。�

　お医者さんにかかるとき、ちょっとした誤解や思い込みで治療が長引く

ことがあります。�

　上手にお医者さんにかかれば、体調はきちんと回復し、必要以上の医療

費がかかることもありません。医療機関の受診や薬局での薬の調剤の際に

は、以下のことに留意しましょう。�



勇
壮
に

勇
壮
に

そ
し
て
華
や
か
に

そ
し
て
華
や
か
に�

勇
壮
に

勇
壮
に

そ
し
て
華
や
か
に

そ
し
て
華
や
か
に�

10広報せきかわ　2011・10月号�

　
夏
も
終
わ
り
、
日
に
日
に
涼
し

さ
を
増
し
て
き
た
九
月
十
日
、「
民

話
の
語
り
と
影
絵
と
音
楽
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
東
桂
苑
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
、
い
な
か
な
か
な

か
い
い
な
あ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
（
田
村
優
子
代
表
・
平
内
新
）

の
主
催
で
、
平
成
二
十
三
年
度
の

地
域
活
性
化
事
業
に
採
択
さ
れ
た

も
の
。�

　
当
日
は
、
夜
七
時
か
ら

の
公
演
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

村
内
外
か
ら
予
想
を
上
回

る
約
百
二
十
人
も
の
方
で

会
場
は
満
員
と
な
り
ま
し

た
。�

　
内
容
は
「
屁
ふ
り
あ
ん

に
ゃ
」
と
「
大
里
峠
」
の

二
本
立
て
と
な
っ
て
い
て
、

ユ
ニ
ー
ク
な
内
容
の
「
屁

ふ
り
あ
ん
に
ゃ
」
で
は
子

ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が
会

場
内
に
響
き
、「
大
里
峠
」

で
は
近
美
千
代
さ
ん
（
幾

地
）
の
語
り
と
、
弘
長
寺

（
蛇
喰
）
の
高
橋
晶
美
住

職
に
よ
る
琵
琶
の
生
演
奏

が
東
桂
苑
を
幻
想
的
な
世

界
へ
と
変
え
ま
し
た
。�

　
新
発
田
市
か
ら
来
た
会

田
忠
さ
ん
は
「
語
り
が
本
当
に
素

晴
ら
し
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
雰

囲
気
の
中
で
本
当
に
素
敵
な
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
。
会
場
も
良
い
し
、

生
の
琵
琶
演
奏
も
最
高
で
し
た
」

と
感
動
し
た
様
子
。�

　
ま
た
、
主
催
者
の
田
村
代
表
は

「
予
想
以
上
の
お
客
さ
ん
が
入
っ

て
正
直
驚
き
ま
し
た
。
今
回
の
公

演
に
向
け
て
七
月
か
ら
準
備
を
す

す
め
、
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
試
行
錯
誤

の
連
続
で
し
た
。
登
場
人
物
の
感

情
を
表
現
し
、
見
て
い
る
人
に
伝

え
る
と
い
う
部
分
で
苦
労
し
ま
し

た
が
、
や
っ
て
良
か
っ
た
。
次
回

に
向
け
て
、
よ
り
一
層
表
現
力
を

磨
き
、
素
晴
ら
し
い
公
演
に
し
た

い
」
と
目
に
涙
を
浮
か
べ
話
し
て

い
ま
し
た
。�

　
次
回
は
十
一
月
三
日（
木
）、
東

桂
苑
を
会
場
に
午
後
六
時
開
演
の

予
定
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
紅

葉
と
庭
園
に
広
が
る
竹
灯
ろ
う
の

明
か
り
が
皆
さ
ん
を
お
出
迎
え
し

ま
す
。�

�
村
に
伝
わ
る
「
大
里
峠
」
伝
説
。�

　
子
ど
も
も
大
人
も
影
絵
の
魅
力
に�

　
夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た�

幻
想
的
な
世
界
へ
よ
う
こ
そ�

〜
民
話
の
語
り
と
影
絵
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜�

　
伝
統
と
歴
史
あ
る
「
大
蔵
神
社

祭
礼
」
が
九
月
十
七
日
と
十
八
日

の
二
日
間
、
秋
晴
れ
の
も
と
で
行

わ
れ
、
お
神
輿
を
先
頭
に
勇
壮
な

大
輪
や
華
や
か
な
山
車
、
樽
み
こ

し
が
下
関
集
落
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。�

　
祭
礼
は
、
実
行
委
員
会
を
中
心

に
、
青
年
団
や
消
防
団
、
子
ど
も

た
ち
が
早
く
か
ら
準
備
を
す
す
め

て
い
た
も
の
。
小
・
中
学
生
も
「
は

や
し
手
」
や
「
太
鼓
た
た
き
」「
踊

り
手
」
と
し
て
祭
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。�

〜
大
蔵
神
社
祭
礼
〜�

勇
壮
に

そ
し
て
華
や
か
に�

�
役
場
前
で
は
、
小
学
生
女
子�

　
児
童
が
稚
児
舞
を
披
露�
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　９月２日、関川郵便局の本間達也局長から村

緑の少年団育成会会長の野沢専治教育長に、プ

ランターや草刈り機など、10万円相当の品が寄

贈されました。�

　これは、�日本郵政福祉の事業の一環で、地

域の緑化活動に活かしてほしいと郵便局を通じ

て行われているもの。緑の少年団には、プラン

ター20個、刈り払い機１台、ポリバケツ４個、

竹熊手８個が寄贈されました。�

　野沢教育長は「このたびいただいた物は、緑

の少年団が行っている花植え活動をはじめ、様�

々な緑化活動に使わせていただきたい」と話し

ていました。�日本郵政福祉では、過去にも特

別養護老人ホーム垂水の里へ10万円相当のタオ

ルを寄贈しています。�

緑化活動に活かしてほしい�

　耐力度不足により、昨年度から建て替えに向け

準備を進めてきた関川中学校体育館。今年４月の

入学式後に解体工事を行い、その後建設工事に着

手しました。�

　工事開始から５か月が過ぎた９月中旬、新体育

館の骨組みはほとんど完成しました。予定通りに

進んでいる体育館の建設工事は、今後、屋根の工

事とコンクリートの打ち込み作業に取り掛かる予

定で、その後、新体育館は来年２月に完成・引き

渡しとなります。�

　関川中学校の生徒の皆さんも新体育館の完成を

楽しみにしていました。�

関川中学校体育館�

建設工事は着々と進んでいます�
～完成は来年２月の予定～�

　
こ
の
た
び
、
九
月
一
日
付
け
で

新
し
く
歴
史
と
み
ち
の
館
館
長
に

就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
初
代
高
橋
重
右
エ
門
館
長
、
二

代
目
佐
藤
貞
治
館
長
に
は
と
て
も

及
び
ま
せ
ん
が
、
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る

歴
史
と
み
ち
の
館
に
し
て
い
け
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。�

ぜ
ひ
、
歴
史
と
み
ち
の
館
へ�

お
越
し
く
だ
さ
い
。�

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

「
歴
史
と
み
ち
の
館
」
館
長
に�

　
　
　
渡
邉
忠
次
さ
ん
（
村
上
市
貝
附
）�

　地域の皆さんのために頑
張りますのでよろしくお願
いします。�

　このたび着任された太田昌

幸先生は、地域医療に携わり

たいと医師を目指し、これま

で愛知県や北海道などで勤務

されてきました。�

診療所の新しい先生です！�

太 田 昌 幸さん�
（58歳）�

10月3日以降の診療についてお知らせします�

■診 療 日：月曜日から金曜日（水曜日は午後休診）�

■受付時間：８時30分から11時30分�
　　　　　　13時30分から16時30分�

問い合わせ　関川診療所　TEL ６４－１０５１�
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村
の
消
防
団
員
二
百
三
十
七
人
が
一
堂
に
会
し
た
秋
季
消
防
演

習
と
定
例
表
彰
式
が
、
９
月
４
日
、
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
消
防
演
習
で
は
、
非
常
招
集
訓
練
で
放
水
を
行
っ
た
ほ
か
、
人

員
・
姿
勢
・
服
装
・
機
械
器
具
の
点
検
を
実
施
。�

　
ま
た
、
定
例
表
彰
式
で
は
、
優
良
消
防
団
員
や
そ
の
家
族
な
ど

に
県
知
事
や
県
消
防
協
会
長
な
ど
か
ら
、
一
定
期
間
以
上
勤
続
し

た
優
良
団
員
や
優
良
分
団
に
村
長
や
団
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

《
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
》�

�

―
精
績
章
―�

五
十
嵐
　
忠
（
副
団
長
・
上
川
口
）�

�

―
勤
続
章
―�

丹
内
　
龍
司
（
⑥
・
金
　
丸
）�

伊
藤
　
春
雄
（
⑥
・
聞
　
出
）�

横
山
　
和
夫
（
⑦
・
蔵
田
島
）�

�《
県
知
事
表
彰
》�

�

―
功
績
章
―�

伊
藤
　
　
賢
（
①
・
下
　
関
）�

八
幡
　
　
勉
（
⑥
・
八
ツ
口
）�

高
橋
　
　
勝
（
⑦
・
大
　
石
）�

�《
県
消
防
協
会
長
表
彰
》�

�

―
功
績
章
―�

竹
内
　
勝
義
（
③
・
　
桂
　
）�

須
貝
　
　
篤
（
④
・
南
　
中
）�

駒
沢
　
　
功
（
⑤
・
鍬
江
沢
）�

�《
県
知
事
と
県
消
防
協
会
長
、�

　
　
　
　
　
関
川
村
長
表
彰
》�

�

―
精
勤
章
・
功
労
賞�

　
　
　
　
　（
30
年
以
上
勤
続
）―�

遠
藤
　
貞
幸
（
②
・
大
内
渕
）�

伊
藤
　
　
隆
（
②
・
大
内
渕
）�

�《
県
知
事
と�

　
　
県
消
防
協
会
長
表
彰
》�

�

―
精
勤
章（
20
年
以
上
勤
続
）―�

竹
内
　
勝
義
（
③
・
　
桂
　
）�

和
田
　
　
崇
（
①
・
勝
　
蔵
）�

佐
藤
　
勝
嘉
（
②
・
高
　
瀬
）�

阿
部
　
達
也
（
⑤
・
大
　
島
）�

須
貝
　
重
雄
（
④
・
中
　
束
）�

河
内
　
一
栄
（
⑦
・
大
　
石
）�

田
村
　
寿
幸
（
③
・
平
内
新
）�

長
野
　
孝
義
（
⑤
・
上
土
沢
）�

�
橋
　
浩
二
（
⑤
・
上
土
沢
）�

小
沢
　
勝
夫
（
①
・
下
　
関
）�

佐
藤
　
裕
介
（
①
・
下
　
関
）�

山
口
　
　
徹
（
①
・
辰
田
新
）�

平
田
　
和
好
（
①
・
辰
田
新
）�

津
野
　
　
忠
（
②
・
湯
　
沢
）�

山
口
　
修
治
（
④
・
蛇
　
喰
）�

近
　
　
徹
也
（
④
・
蛇
　
喰
）�

渡
辺
　
正
応
（
④
・
小
和
田
）�

伊
藤
　
　
肇
（
⑥
・
　
沼
　
）�

川
又
　
一
男
（
⑦
・
鮖
　
谷
）�

���

《
県
消
防
協
会
長
表
彰
》�

�

―
精
勤
章（
10
年
以
上
勤
続
）―�

佐
藤
　
雅
史
（
③
・
松
ヶ
丘
）�

渡
邉
　
清
人
（
①
・
下
　
関
）�

渡
邉
　
一
史
（
①
・
下
　
関
）�

村
田
　
　
誠
（
④
・
宮
　
前
）�

津
野
　
　
敏
（
④
・
宮
　
前
）�

市
井
　
紀
宙
（
⑤
・
上
土
沢
）�

高
橋
　
広
太
（
⑤
・
上
土
沢
）�

田
村
　
　
聖
（
⑤
・
下
土
沢
）�

新
野
　
智
昭
（
⑥
・
金
　
丸
）�

�《
県
消
防
協
会
岩
船
地
区�

　
　
　
　
　
　
支
会
長
表
彰
》�

�

―
功
績
章
―�

須
貝
　
圭
介
（
③
・
高
　
田
）�

平
田
　
貴
広
（
③
・
滝
　
原
）�

須
貝
　
重
雄
（
④
・
中
　
束
）�

佐
藤
　
邦
雄
（
④
・
朴
　
坂
）�

沢
田
　
　
浩
（
⑤
・
大
　
島
）�

山
口
　
　
誠
（
⑤
・
上
土
沢
）�

駒
沢
　
智
康
（
⑤
・
鍬
江
沢
）�

�

―
23
年
以
上
勤
続
団
員
の
家
族
―�

高
橋
　
康
子
（
大
　
石
）�

渡
邊
百
合
子
（
上
　
関
）�

堀
　
マ
ユ
ミ
（
湯
　
沢
）�

長
　
ト
シ
エ
（
荒
川
台
）�

近
　
す
な
ほ
（
若
　
山
）�

本
間
　
コ
ト
（
安
　
角
）�

佐
藤
　
百
合
（
蔵
田
島
）�

平成23年度�

秋季消防演習・定例表彰式�

優
良
消
防
団
員
表
彰�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
数
字
は
分
団
名
。
敬
称
略
。�
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全校地域探検「鷹ノ巣ハイキング」を実施します！�
　10月６日（木）に全校地域探検「鷹ノ巣ハイキン
グ」を行います。昨年度は旧川北小地域での全校
登山を実施しました。今年は旧関小地域の探検で
す。子どもたちが小学校を卒業するまでに全地域
の自然を体感してほしいという願いで計画しまし
た。当日は地域のボランティアの方々からも参加・
協力いただきます。�
　なお、この活動の実経費としてPTA準会員の
皆様から頂戴しました会費の一部を使わせていた
だく予定です。�
�
�
�
�
�
�
�
�
NTT教育スクエア事業が本格的に始まります�
　昨年度から計画されていた「NTT教育スクエア
事業」が２学期からいよいよ始まります。８月30
日には学習に使用する児童用“タブレット”の講
習（職員研修）を行いました。タブレットを活用
することで、教室でも家庭でも学習に必要な情報
を得たり、情報の交換をしたりすることが可能に
なります。現在、関川小学校には教育スクウェア
推進のため ICT支援員が配置され十分な教育効果
を上げることをめざして取り組んでいます。�
�
 �
�
�
�
�
�
�
�
「下校見守りボランティア」の皆さんを募集しています�
　先日、下関地区の皆様に下校見守りボランティ
ア募集のお知らせを配布させていただきました。
多くの方々に子どもたちを見守っていただき、よ
り一層の安全確保ができるよう願っています。さ
らに子どもたちが地域の方々と「あいさつ」など
でかかわり社会的に成長していくための一助とな
ることも期待しています。ご都合のつく曜日の放
課後で構いません。是非、より多くの方々から「下
校見守りボランティア」に参加いただけるよう応
募をお待ちしています。�

学校� お知らせ�からの�からの�

今月は関川小学校からの紹介�

《
村
長
表
彰
》�

�
―
平
成
22
年
度
退
職
者
―�

　
　
　
　
　（
10
年
以
上
勤
続
）�

松
田
　
敏
幸
（
①
・
下
　
関
）�

渡
邉
　
一
也
（
①
・
打
　
上
）�

伊
藤
　
孝
幸
（
②
・
上
　
関
）�

河
内
　
政
彦
（
③
・
上
野
山
）�

平
田
　
寛
光
（
③
・
小
　
見
）�

平
田
　
一
司
（
③
・
滝
　
原
）�

須
貝
　
博
喜
（
③
・
高
　
田
）�

津
野
　
　
隆
（
④
・
宮
　
前
）�

津
野
　
一
郎
（
④
・
宮
　
前
）�

横
山
　
　
浩
（
④
・
上
新
保
）�

富
樫
　
一
男
（
⑤
・
下
土
沢
）�

山
口
　
　
徹
（
⑤
・
上
土
沢
）�

井
上
　
　
昇
（
⑤
・
上
土
沢
）�

田
村
　
敦
志
（
⑤
・
下
土
沢
）�

五
十
嵐
正
一
（
⑦
・
上
川
口
）�

�

―
優
良
分
団
―�

第
六
分
団
（
片
貝
・
聞
出
・
沼
・

金
丸
・
八
ツ
口
）�

�

―
勤
続
章
―�

（
25
年
以
上
勤
続
）�

五
十
嵐
　
忠
（
副
団
長
・
上
川
口
）�

高
橋
　
治
彦
（
⑦
・
金
　
俣
）�

丹
内
　
佳
久
（
⑥
・
金
　
丸
）�

今
　
　
俊
明
（
⑥
・
金
　
丸
）�

佐
藤
　
幸
一
（
⑦
・
蔵
田
島
）�

加
藤
　
幸
夫
（
⑦
・
鮖
　
谷
）�

《
村
消
防
団
長
表
彰
》�

�

―
勤
労
章
―�

平
田
　
尚
幸
（
③
・
滝
　
原
）�

須
貝
　
直
明
（
④
・
中
　
束
）�

伊
藤
　
俊
幸
（
④
・
南
　
中
）�

須
貝
　
　
強
（
④
・
宮
　
前
）�

佐
藤
　
　
翼
（
④
・
朴
　
坂
）�

近
　
　
聡
志
（
④
・
若
　
山
）�

南
沢
　
貴
之
（
④
・
深
　
沢
）�

佐
藤
　
史
昭
（
④
・
上
　
野
）�

市
井
　
浩
明
（
⑤
・
山
　
本
）�

渡
邊
　
一
幸
（
①
・
南
赤
谷
）�

伊
藤
　
和
彦
（
④
・
上
野
新
）�

須
藤
　
正
武
（
⑤
・
大
　
島
）�

本
間
　
　
康
（
⑦
・
安
　
角
）�

―
勤
続
章
―�

（
15
年
以
上
勤
続
）�

松
田
　
雅
人
（
①
・
下
　
関)�

平
田
　
貴
広
（
③
・
滝
　
原
）�

中
村
　
正
男
（
②
・
上
　
関
）�

渡
邉
　
　
健
（
②
・
上
　
関
）�

中
村
　
　
篤
（
②
・
高
　
瀬
）�

渡
邊
　
一
幸
（
①
・
南
赤
谷
）�

大
島
　
則
夫
（
④
・
上
野
新
）�

伊
藤
　
和
彦
（
④
・
上
野
新
）�

須
藤
　
正
武
（
⑤
・
大
　
島
）�

本
間
　
　
康
（
⑦
・
安
　
角
）�

安
達
　
保
弘
（
⑦
・
大
　
石
）�

�

さ
す
が
、
子
ど
も
た
ち�

は
柔
軟
で
す
。
操
作
を�

い
ろ
い
ろ
試
し
す
ぐ
に�

マ
ス
タ
ー
し
そ
う
で
す
。�

鷹
ノ
巣
の
豊
か
な�

自
然
を
満
喫�



あなたのお酒の飲み方�
　　　　　大丈夫ですか？�
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

★村民の１日平均歩数★�
　平成21～22年度にかけ、健康づくり推進員の

協力を得て、上関・四ケ字・湯沢・女川地区で

20～70代の男女約120人を対象にウォーキング

モニターを実施しました。�

　その結果①１日平均歩数は平均7,228歩で国の

平均（約7,000歩）と同じ程度　②性別では男�

性の方が多い　③年代では50代の方が多いと�

いうことが分かりました。�

　アルコールの問題をテーマに依存症の当事者の体験

発表や専門医の講演会を行います。身近なお酒にまつ

わることを学んでみませんか？�

●と　き　　10月15日（土）�

　　　　　　午後１時30分～４時30分�

●ところ　　村上市教育情報センター　視聴覚ホール�

●内　容　　①講演「アルコール依存症って治るの？」�

　　　　　　　河渡病院　若穂囲　徹 副院長�

　　　　　　②ＡＡメンバーによる体験談�

　　　　　　（※ＡＡはアルコール依存症者の自助�

　　　　　　　　グループです）�

●その他　　申込不要、無料�

問い合わせ　村上保健所 地域保健課�

　　　　　　TEL　５３－８３６９�

　
運
動
習
慣
の
普
及
定
着
を
図
る

環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
平

成
十
九
年
度
か
ら
県
が
中
心
と
な

っ
て
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド

の
登
録
を
始
め
、
現
在
、
県
内
に

は
九
十
九
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
村
内
に
は
平
成
二
十
年
度
に
登

録
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
か
ら

湯
沢
・
高
瀬
温
泉
を
往
復
す
る
「
歩

い
て
健
康
！
大
し
た
も
ん
蛇
コ
ー

ス（
五
�
）」
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

第
二
の
村
内
コ
ー
ス
登
録
を
め
ざ

し
、
下
関
集
落
渡
邉
邸
周
辺
の
街

並
み
散
策
コ
ー
ス
を
検
討
中
で
、

十
月
三
十
日
に
行
わ
れ
る
堀
と
柳

の
秋
ま
つ
り
の
際
に
コ
ー
ス
の
お

披
露
目
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
約
一
・
一
�
の
シ
ョ
ー
ト

コ
ー
ス
で
、
十
五
分
程
度
で
歩
け

る
お
手
軽
コ
ー
ス
で
す
。
イ
ベ
ン

ト
の
詳
細
は
全
戸
配
布
の
ち
ら
し

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。�

　
村
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
楽
し

く
歩
い
て
も
ら
う
こ
と
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
始
め
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。�

　
秋
の
さ
わ
や
か
な
風
に
吹
か
れ

な
が
ら
お
気
に
入
り
の
コ
ー
ス
を

少
し
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？�

あなたのお酒の飲み方�
　　　　　大丈夫ですか？�

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
ご
存
じ
で
す
か
？

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
ご
存
じ
で
す
か
？�

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
ご
存
じ
で
す
か
？

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
ご
存
じ
で
す
か
？�

〜
紅
葉
の
季
節
、
散
策
し
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
〜�

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
ご
存
じ
で
す
か
？�



知っておきたい�

認 知 症 �
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予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

県
立
坂
町
病
院

小
児
科
　
今
　
田
　
研
　
生�

　
外
来
診
療
中
に
お
母
さ
ん
達
か

ら
「
こ
の
子
は
○
○
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
注
射
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
で

す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
予
防
接
種

は
な
ぜ
必
要
な
の
か
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
に
は
生
ま
れ

持
っ
た
免
疫
が
あ
り
ま
す
が
、
生

後
半
年
く
ら
い
で
消
失
し
ま
す
。

そ
れ
以
降
は
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
で

免
疫
を
つ
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
お
手
伝
い
を
す
る
の
が

予
防
接
種
で
す
。�

　
予
防
接
種
に
は
「
定
期
接
種
」

と
「
任
意
接
種
」
が
あ
り
ま
す
。

「
定
期
接
種
」
は
、
一
定
の
年
齢

に
な
っ
た
ら
受
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
も
の
で
す
。
費
用
は
原
則
無

料
で
す
。
一
方
、
「
任
意
接
種
」

は
受
け
る
か
否
か
を
保
護
者
が
任

意
に
選
択
で
き
る
予
防
接
種
で
す
。

費
用
は
全
額
自
己
負
担
で
す
。 �

　
予
防
接
種
で
難
し
い
の
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
立
て
方
で
し
ょ
う
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
接
種

間
隔
や
回
数
、
接
種
を
勧
め
る
年

齢
（
対
象
年
齢
）
が
違
い
ま
す
。

日
本
で
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
、

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
で
は
一
週
間
以

上
、
生
ワ
ク
チ
ン
で
は
四
週
間
以

上
の
間
隔
を
あ
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
す
べ
て
を

受
け
よ
う
と
思
え
ば
か
な
り
の
回

数
と
期
間
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は

理
想
の
接
種
年
齢
を
目
安
に
予
定

を
立
て
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
日
程
が
決
ま
っ
て
い
る
集
団
接

種
を
優
先
し
て
計
画
し
ま
す
。
個

別
接
種
に
関
し
て
は
、
そ
こ
か
ら

決
め
ら
れ
た
間
隔
を
あ
け
て
組
み

入
れ
ま
し
ょ
う
。
決
め
ら
れ
た
接

種
間
隔
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は

予
防
接
種
法
に
基
づ
か
な
い
予
防

接
種
と
な
り
ま
す
が
、
病
気
に
か

か
る
よ
り
は
受
け
て
お
い
た
ほ
う

が
良
い
で
し
ょ
う
。�

　
予
防
接
種
に
は
個
人
お
よ
び
社

会
全
体
と
し
て
の
感
染
の
防
止
や

万
が
一
病
気
に
か
か
っ
た
と
し
て

も
軽
く
済
ん
だ
り
、
そ
の
合
併
症

を
少
な
く
す
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
一

方
で
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
重
篤
な
副
反
応
が
起

き
た
り
、
受
け
た
に
も
関
わ
ら
ず

そ
の
病
気
に
な
っ
た
と
い
っ
た
事

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、

受
け
る
べ
き
か
否
か
疑
問
を
抱
く

お
母
さ
ん
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
た
め
冒
頭
の
よ
う
な
質

問
も
出
る
の
で
し
ょ
う
。
確
か
に
、

100
％
安
全
と
言
い
切
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
予
防
接
種

を
受
け
ら
れ
な
い
た
め
に
世
界
で

は
毎
日
千
人
以
上
の
死
者
が
出
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
、
予
防
接
種
で
重
篤
な

副
反
応
が
生
じ
る
確
率
は
百
万
人

に
一
人
く
ら
い
と
い
う
統
計
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
見
て

ど
う
考
え
る
か
は
人
に
よ
っ
て
違

う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
考
慮
し

た
う
え
で
受
け
る
か
否
か
を
お
母

さ
ん
自
身
で
判
断
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。�

�

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。�

　
　
六
二
―
三
一
一
一�

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

� 　
日
本
の
平
均
寿
命
は
女
性
が
世

界
第
一
位
（
八
六
・
三
九
歳
）
で
、

男
性
が
第
四
位
（
七
九
・
六
四
歳
）

と
、
世
界
的
に
み
て
も
長
寿
国
で

す
。�

　
高
齢
に
な
る
と
、
認
知
症
の
発

現
率
（
認
知
症
に
な
る
割
合
）
が

増
え
て
く
る
こ
と
が
統
計
的
に
証

明
さ
れ
て
い
て
、
八
十
五
歳
以
上

の
四
人
に
一
人
が
認
知
症

状
を
有
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。�

　
認
知
症
は
、
記
憶
障
害
、

見
当
識
障
害
（
日
に
ち
、

時
間
、
場
所
な
ど
が
分
か

ら
な
く
な
る
）
、
実
行
機

能
障
害
（
調
理
や
掃
除
な

ど
の
段
取
り
が
で
き
な
く

な
る
）
な
ど
の
中
核
症
状

と
被
害
妄
想
、
徘
徊
、
興
奮
な
ど

の
二
次
的
症
状
が
現
れ
ま
す
。�

　
家
族
な
ど
、
周
り
の
方
の
対
応

を
難
し
く
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
、

本
人
の
性
格
、
生
活
歴
、
生
活
環

境
と
い
っ
た
も
の
が
病
気
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。�

　
予
防
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
か
？
と
よ
く
質
問
さ
れ

ま
す
。
研
究
段
階
で
あ
り
、
こ
の

方
法
と
い
っ
た
確
実
性
の
あ
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
（
食
事
、
運
動
な
ど
）

や
悪
化
予
防
が
認
知
症
の
予
防
に

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
心
の
健
康
を
保
つ
こ
と
も

大
切
で
す
。�

　
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
家

族
や
周
囲
の
方
が
病
気
を

正
し
く
理
解
し
、
見
守
る

体
制
が
で
き
れ
ば
、
安
心

し
て
自
宅
で
暮
ら
す
こ
と

が
可
能
で
す
。
村
で
は
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

見
守
る
体
制
づ
く
り
を
目

的
と
し
て
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増
え
る
こ
と

で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

体
制
が
作
れ
ま
す
。�

　
現
在
策
定
中
の
第
五
期
介
護
保

険
事
業
計
画
（
平
成
二
十
四
年
度

か
ら
二
十
六
年
度
ま
で
の
三
か
年

計
画
）
に
は
、
認
知
症
対
策
も
十

分
に
審
議
し
、
村
の
対
応
、
対
策

を
盛
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。�

知っておきたい�

認 知 症 �



おはなしのかい�
みんなできてね！！�

　秋の香りが日一日と濃くなります。朝晩は肌寒いので体調に十分気を付けてください。図書室には

読書用の本だけでなく、趣味や園芸などの本もたくさんありますので、是非ご利用ください。�

「えんそくバス」�
中川ひろたか文　村上康成絵　Eム�

「ターシャの庭づくり」�
ターシャ・テューダー作620チ�

　「皆さん、あしたはまちにまった
たのしいえんそくです。おねぼうし
ないように・・」みんなにそう言っ
た園長先生でしたが、遠足がたのし
みで眠れず大寝坊してしまいます。�

　好きなように庭を作る楽しみ。
35年間の庭づくりのノウハウを一
挙公開。2006～2007年に成熟し
たターシャの庭を撮影したもの。
2008年92歳で亡くなりました。�
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おはなしのかい�
みんなできてね！！�

高田～沢～女川 方面…………�

大島～片貝～大石 方面………�

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は、午後1時～5時30分まで、土・日は、午前9時～午後5時まで開館しています。�

　
村
で
は
、
楽
し
い
時
間
を
通
じ

て
健
康
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
、
村
民
会
館
大
ホ
ー

ル
を
会
場
に
健
康
教
室
「
ズ
ン
バ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。�

　
ズ
ン
バ
と
は
、
ラ
テ
ン
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
と
ダ
ン
ス
が
ミ
ッ
ク
ス
さ

れ
た
新
感
覚
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
の
こ
と
で
、
最
近
で

は
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
ほ

ど
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
特
徴
は
、
速
い
リ
ズ
ム
と
遅
い

リ
ズ
ム
の
曲
を
組
み
合
わ
せ
、
ラ

テ
ン
系
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
楽
し
む
と
い
う
も
の

で
、
心
肺
機
能
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、
多
く
の
カ
ロ
リ
ー
を
消

費
す
る
の
で
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。�

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
郷
内
小

織
さ
ん
（
村
上
市
）
は
「
ズ
ン
バ

は
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
踊
れ
る

の
で
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
る
の

が
一
番
。
年
齢
に
関
係
な
く
、
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
に
気
軽
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
初
回
か
ら
参
加
し
て
い

る
と
い
う
吉
澤
正
人
さ
ん
（
村
上

市
）
は
「
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
踊

れ
る
と
こ
ろ
が
い
い
。
一
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
。
ズ
ン
バ
と
出
会

っ
て
痩
せ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た

い
」
と
額
の
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
ま

し
た
。�

　
現
在
、
村
内
外
か
ら
約
七
十
人

の
登
録
者
が
い
る
ズ
ン
バ
教
室
。

　
こ
の
機
会
に
ズ
ン
バ
を
楽
し
み
、

腰
の
く
び
れ
を
取
り
戻
し
て
み
ま

せ
ん
か
？�

�

■
開
催
日
　
十
月
末
ま
で
の
毎
週

　
　
　
　
木
曜
日
午
後
七
時
か
ら�

　
　
　
　（
９
／
22
・
10
／
６
除
く
）�

■
会
　
場
　
村
民
会
館
大
ホ
ー
ル�

2（日）15（土）�

9（日）22（土）�



今後の飛躍を誓って…�

がんばれ！関川っ子�
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佐
久
間
　
夕
穂
さ
ん�

（
６
年
・
下
関
）�

　９月17日・18日に行われた大蔵神社祭礼に

踊り子の一員として祭を盛り上げた佐久間夕穂

さんに話を聞きました。�

―踊り子の一員として苦労したことは？�

　踊るときに友達と動きを合わせるところです。�

踊り子はみんなで10人いますが、一人ひとり

と動きを合わせるのが大変でした。踊りはみん

なでそろうときれいに見えます。だから動きが

合ったときはうれしかったです。�

―伝統ある大蔵神社祭礼、心に残っている思い

　出は？�

　低学年のころ、だしを引いていたときにクラ

スメイトがみんなで見に来てくれたことがあり

ました。「がんばれ」と応援してもらったり、

休憩の時間におしゃべりしたり楽しかったです。�

―今、頑張っていることは？�

　文化祭で飾る版画作りをがんばっています。

下絵で細かい絵を描いて彫るところが少し大変

です。でも、その下絵を先生にほめられ、難し

いけれどいい作品になるよう一生懸命がんばっ

ています。�

―将来の夢を聞かせてください。�

　将来の夢は作家になることです。わたしは文

を書くのが得意で本も大好きなので、将来、自

分の本を出版したいです。自分の書いた本が何

かに役立てられたり、学校に置いてもらったり、

友達に読んでもらえたらうれしいです。�

■
期
日
　
８
月
28
日�

■
会
場
　
胎
内
市
中
条
体
育
館�

■
成
績
　�

―
小
学
生
男
子
個
人
の
部
―�

▽
第
３
位
　
市
井
　
翔
大�

　
　
　
　
　
　
（
６
年
・
山
本
）�

―
小
学
生
女
子
個
人
の
部
―�

▽
第
３
位
　
佐
藤
　
希
実�

　
　
　
　
　
　
（
５
年
・
大
島
）�

第
７
回

胎
内
市�

　ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
大
会�

■
期
日
　
９
月
４
日�

■
会
場
　
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

　
　
　
　
ン
ス
タ
ジ
ア
ム�

■
成
績�

―
４
年
女
子
100
ｍ
―�

▽
第
１
位
　
平
田
　
那
奈
（
松
平
）�

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
15
秒
78�

―
６
年
男
子
100
ｍ
―�

▽
第
３
位
　
近
　
　
元
徳
（
宮
前
）�

　
　
　
　
　
　
　
記
録
　
13
秒
58�

―
５
・
６
年
共
通
男
子
走
り
高
跳
び
―�

▽
第
４
位
　
内
山
　
聖
也�

　
　
　
　
　
　
（
６
年
・
大
島
）�

　
　
　
　
　
　
記
録
　
１
ｍ
15
㎝�

▽
第
５
位
　
平
田
　
義
朋�

　
　
　
　
　
　
（
５
年
・
小
見
）�

　
　
　
　
　
　
記
録
　
１
ｍ
15
㎝�

―
３
・
４
年
共
通
男
子
４
×
100
ｍ

リ
レ
ー
―�

▽
第
８
位
　
渡
辺
寛
人（
４
年
・
下

　
関
）、
須
貝
京
祐（
３
年
・
大
島
）、

　
傳
拓
磨
（
３
年
・
大
島
）
、
伊
藤

　
奏
希（
３
年
・
大
島
）�

　
　
　
　
　
記
録
　
１
分
10
秒
63�

―
３
・
４
年
共
通
女
子
４
×
100
ｍ

リ
レ
ー
―�

▽
第
１
位
　
小
田
桜
生（
４
年
・
下

　
川
口
）、
渡
辺
優（
３
年
・
上
関
）、

　
渡
辺
陽
美
（
４
年
・
上
関
）
、
平

　
田
那
奈（
４
年
・
松
平
）�

　
　
　
　
　
記
録
　
１
分
７
秒
77
�

平
成
23
年
度�

新
潟
県
小
学
生
陸
上
競
技�

　
　
　
　
　
選
手
権
大
会�

102

　９月５日、青少年育成関川村民会議（伝信男会長）は、

今年２回目の「がんばれ！関川っ子」を関川中学校で開

催しました。�

　今回は、８月に大阪府で行われた第５回全国中学生Ｋ

Ｂ野球クラブ選手権大会に下越選抜の一員として出場し

た渡邉直さん（３年・南赤谷）と同じく８月に富山県で

行われた中学生柔道・北信越大会に出場し、第５位の成

績を残した長谷川夏帆さん（３年・下関）に、記念品の

授与が行われました。�

　渡邉さんは「進学先はまだ決まっていませんが、野球

を続けて甲子園出場を目指します」と、長谷川さんは「今

後、柔道を続けるなら、県大会で優勝を目指します」と

それぞれ力強く、今後の飛躍を誓ってくれました。�

▲長谷川さん（前列左）と渡邉さん（前列右）�

今後の飛躍を誓って…�

がんばれ！関川っ子�
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・厚揚げ　２枚　・とろけるチーズ　４枚�

・きゅうり　1本　・らっきょうの甘酢漬け　適量�

・塩　少々　・サラダ油　少々　・七味とうがらし　少々�

【たれ】�

・みそ　大１　・砂糖　小２　・酒　大1/2

厚揚げのチーズ焼き�
　手軽に作れる一品で、お酒のつまみにもぴった

り。厚揚げはタンパク質が豊富なので体にも良い

ですよ。�

①厚揚げは、１枚を食べやすい大きさに８等分する。�

② きゅうりは薄切りにして塩をふり、しばらくおい

　 てから洗い流して水気をしぼる。らっきょうは薄

　切りにしてきゅうりと合わせる。�

③たれの材料を合わせる。�

④ フライパンに油を熱し、厚揚げの両面を色よく焼

　 き、③のたれを塗り、４等分に切ったチーズをの

　せ、ふたをしてチーズが溶けるまで焼く。�

⑤器に盛って七味とうがらしをふり②を添える。�

91 （４人分）�

幾
年
の
歳
月
経
し
も
子
の
墓
に
　
　
　
　
　
　
　

須
貝
　
恵
美�

友
の
情
け
か
カ
ッ
プ
酒
有
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
）�

馬
追
い
は
去
年
と
同
じ
葉
の
上
で
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七�

酷
暑
の
夏
の
終
り
を
告
げ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
）�

家
か
ら
は
二
分
で
行
け
る
Ｊ
Ｐ
、
Ｊ
Ｒ
　
　
　
　

小
池
　
啓
子�

今
日
は
歯
医
者
へ
徒
歩
三
分
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
）�

吾
い
う
を
聞
い
て
な
い
ら
し
初
耳
の
　
　
　
　
　

渡
辺
千
恵
子�

如
く
に
夫
は
も
の
言
い
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
）�

短

　

歌�

俳

句

・

川

柳�

関川村食生活改善推進員の皆さん�

原
爆
の
書
を
読
み
心
乱
し
け
り
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

は
に
か
み
て
神
輿
担
ぎ
て
孫
の
来
る
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

か
な
か
な
や
癌
病
む
人
を
思
い
や
る
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に�

窓
か
ら
の
青
田
も
黄
ば
み
初
め
た
り
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

啄
木
鳥
に
一
心
不
乱
を
教
え
ら
れ
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

盆
花
や
畦
に
残
さ
れ
咲
き
こ
ぼ
れ
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

関

川

俳

句

の

会

作

品

�

俳
　
句�

　
カ
ジ
カ
取
り

め
が
ね
の
上
下
で

に
ら
め
っ
こ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
沖
正
（
中
束
）�

　
リ
モ
コ
ン
で

と
ん
で
る
よ
う
な

鬼
ヤ
ン
マ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
沖
正
（
中
束
）�
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せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
斜
め
」「
徹
す
る
」�

線
香
の
煙
斜
め
に
秋
彼
岸
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

落
第
生
夜
も
日
に
つ
い
で
持
ち
直
す
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

海
岸
の
松
は
斜
め
に
気
を
揃
え
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い�

静
寂
の
暗
を
斜
め
に
稲
光
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

水
着
の
子
ポ
ー
ズ
は
斜
め
カ
メ
ラ
前
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

冷
房
は
使
い
ま
せ
ん
と
老
い
の
意
地
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

盲
目
の
愛
に
斜
の
芽
が
伸
び
る
　
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

今
日
の
マ
マ
ご
機
嫌
斜
め
い
い
え
地
声
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

一
徹
な
父
の
た
ど
っ
た
軌
道
見
る
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵�

被
災
地
を
一
人
ぼ
っ
ち
で
避
難
の
子
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

就
職
難
も
希
望
の
職
で
恵
比
寿
顔
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

盆
帰
省
か
じ
か
の
味
覚
に
舌
づ
つ
み
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ�

国際ボランティア学生協会�

IVUSA 通信�

夏
行
事
す
べ
て
を
終
り
村
静
か
　
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

台
風
の
行
く
手
気
に
な
る
収
穫
期
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

な
つ
か
し
き
人
思
い
出
す
大
花
火
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ�

リ
モ
コ
ン
を
か
た
く
握
り
て
甲
子
園
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

に
ぎ
や
か
な
隣
の
家
や
盆
の
客
　
　
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

暑
気
払
い
何
は
と
も
あ
れ
髭
を
剃
る
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一�

夜
会
す
る
ぶ
ど
う
畑
の
そ
ぞ
ろ
寒
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵�

風
の
は
こ
ぶ
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
の
盆
の
歌
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵�

夏
祭
り
孫
走
り
よ
る
露
店
商
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
　
久
恵�

■
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り�

　
八
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九

日
の
四
日
間
、
学
生
百
五
十
九

名
、
事
務
局
員
二
名
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｇ
二
十
名
の
総
勢
百
八
十
一
名

で
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
関
川
村
役
場
、
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
チ
ー
ム
、
お
り
の
の
会
、

村
民
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
来
年
も
引
き
続
き
関
川
村

に
「
た
だ
い
ま
」
と
帰
っ
て
こ
ら

れ
る
よ
う
に
、
日
々
の
活
動
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。�

Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
の
声�

ヤ
ミ�

訂
正
と
お
わ
び�

　
八
月
号
に
掲
載
し
た
せ
き
か
わ
文
芸
「
松
田
栄
一（
上
関
）」

さ
ん
は
「
松
田
榮
一（
下
関
）」
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。�

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。�

●
地
域
の
茶
の
間
で
仲
良
く
な
っ

た
一
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
は
今

で
も
文
通
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

手
紙
が
嬉
し
く
て
、
机
の
上
に
手

紙
を
置
い
て
毎
晩
読
ん
で
い
ま
し

た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
は
「
ま

た
手
紙
を
も
ら
っ
て
ま
た
ま
た
嬉

し
く
て
何
度
も
読
み
返
し
て
い
ま

す
」
と
書
い
て
あ
っ
て
、
私
も
と

っ
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。�

　
自
分
が
関
川
村
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
元
気
の
素
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
と
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
関
係
、
そ
し
て

文
通
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。�

（
関
川
村
初
参
加
の
一
年
生
）�

�

●
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
た
く
さ

ん
の
「
感
謝
」
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た

び
に
気
づ
か
さ
れ
る
村
の
方
々
の

あ
り
が
た
み
。
わ
か
っ
て
は
い
た

も
の
の
、
今
年
は
一
番
感
じ
ま
し

た
。�

　
そ
し
て
リ
ー
ダ
ー
の
私
の
た
め

に
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
精
一

杯
や
っ
て
く
れ
た
同
期
の
メ
ン

バ
ー
。
他
に
も
決
し
て
現
場
を

動
か
せ
て
は
い
な
か
っ
た
け
ど
、

疲
れ
て
い
る
私
を
な
ん
と
か
労

わ
ろ
う
と
し
て
く
れ
る
気
持
ち

が
と
て
も
と
て
も
嬉
し
く
、
温

か
か
っ
た
で
す
。�

　
私
が
最
終
日
に
流
し
た
涙
は
、

よ
く
あ
る
「
つ
ら
か
っ
た
け
ど

達
成
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
か
ら
」

で
は
な
く
、
多
く
の
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。�

（
リ
ー
ダ
ー
　
法
政
大
学
４
年 �

嵯
峨
　
奈
都
美
）��

■
夏
休
み
期
間
中
の
活
動�

【
関
東
】�

・
東
日
本
大
震
災
救
援
活
動�

・
九
十
九
里
浜
全
域
清
掃
大
作
戦�

・
栃
尾
ふ
る
さ
と
づ
く
り
活
動�

【
関
西
】�

・
天
草
流
木
撤
去
活
動�

・
里
山
保
全
活
動�



N
o. 6
0
6
／
1
0
月
号
�

平
成
2
3
年
1
0
月
１
日
発
行
�

�

20

91

コマクサ�

　コマクサはケマンソウ科の多年草で、本州中部か

ら北海道の高山に分布しています。花の形が馬（駒）

の顔にそっくりなことからついた名前です。花色は

ピンクですが、園芸用に普及している花は濃紅な白

花があり、特に濃色な花や形のきれいな白花などは

銘品（飛燕など）として扱われています。他の花が

生育できないような瓦礫帯に生息し、ときに群落を

作ることなどから『高山植物の女王』と呼ばれてお

り、高山植物を代表する一花となっております。�

栽培方法　典型的な高山植物で栽培は

難しいのですが、最近は実生が進み低

地でも対応しやすい株を容易に入手で

きるようになってきました。瓦礫帯に

生息しているので、同じような環境で

育てるのがコツです。用土は日光土６、

蝦夷砂３、十和田砂１くらいの配合土

を使用し、常に乾燥気味に育てる、日

光によく当てるよう心がければ村内の

気候でも栽培可能です。新潟市の愛好

家は毎年８月に蔵王までコマクサを見

に出かけていて、あまり歩かなくても

群落が見られるそうです。１度は行っ

てみたいところですね。�

◆六聖園（富樫幸子・上関）�

本部貴章さん　久実さん（南中）�

　
関
川
村
に
引
っ
越
し
て
き
て
一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。�

　
二
人
共
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
毎
日
ケ
ン
カ
ば
か
り
で
す
が
、
雪

花
は
奏
月
の
面
倒
を
よ
く
見
て
く
れ
ま
す
。
奏
月
は
お
姉
ち
ゃ
ん
が
そ

ば
に
い
な
い
と
さ
み
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。�

　
姉
弟
、
仲
良
く
助
け
合
い
な
が
ら
大
き
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。�

�急に寒くなりましたね。この間まで30
℃を超える真夏日だったのに、一変して
肌寒く感じる日が多くなりました。季節
が変わる瞬間って何か「劇的」ですね。�
�最近、プライベートでもカメラにちょ
っとハマっているので、これからの季節、
カメラを持って色々な場所に行ってみた
いです。　　　　　　　　　　　（あ）�

　り　　　き�

　　しん�

たつ　　 き�

平成23年８月末現在　（　）は前月対比�

世 帯 数　　2,040世帯（－１）�
総 人 口　　6,585 人（－５）�
　 男 　　　3,144 人（－２）�
　 女 　　　3,441 人（－３）�

転入　７人　　転出　12人�
出生　４人　　死亡　４人�（　　　　　　　　）�

●８月16日～９月15日までの届出●�

羽田粂太郎　さん　　84歳　　金　丸�

渡�　泰治　さん　　73歳　　高　瀬�

伊藤　富男　さん　　73歳　　　沼�

田村　享平　さん　　90歳　　下土沢�

菅原　キヨ　さん　　90歳　　中　束�

理　聖ちゃん（男）　上野新�

　　　　　　大島　　渉・啓子さん�

　心　ちゃん（男）　高　田�

　　　　　　須貝　　健・真美子さん�

樹　生ちゃん（男）　　沢�

　　　　　　渡邉　雅紀・綾さん�

（池　田）勇　輝　さん　（見附市）�

　小　池　希　望　さん　　高　田�


